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昨
年
は
鳥
取
西
高
の

創
立
1
5
0
周
年
を

迎
え
、
様
々
な
記
念
事

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
生
徒

達
の
素
晴
ら
し
い
音
楽

演
奏
や
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー

ル(

S
G
H)

や
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ

ス
ク
ー
ル(

S
S
H)

の

成
果
報
告
な
ど
、
西
高

生
の
活
躍
を
多
く
の
方

に
見
て
も
ら
い
、
生
徒

達
に
と
っ
て
何
よ
り
の

思
い
出
に
な
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。　

今
年

は
鳥
城
会
創
設
50
周
年

を
迎
え
ま
す
が
、
昭
和

49
年
（
1
9
7
4
年
）

に
創
設
さ
れ
た
時
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
ご
尽

力
下
さ
っ
た
鳥
取
一

中
、
鳥
取
高
女
、
鳥
取

西
高
の
多
く
の
方
々
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

鳥
城
会
で
は
、
若
い

世
代
の
会
員
を
増
や
し

て
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
長
年
の
課
題
で
し
た

の
で
、
2
0
2
1
年
に

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
て
鳥
城
会
の
活
動

を
広
く
知
っ
て
頂
く
こ

と
に
努
め
ま
し
た
。
ま

た
、
卒
業
式
の
後
に
行

わ
れ
る
同
窓
会
入
会
式

で
は
、
鳥
城
会
へ
の
入

会
案
内
・
新
入
会
員
歓

迎
会
の
案
内
を
配
布
致

し
ま
し
た
。
６
月
に
開

催
さ
れ
る
新
入
会
員
歓

迎
会
も
定
着
し
て
来
て

お
り
、
昨
年
は
10
名
、

今
年
は
5
名
の
学
生
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
若
い
世
代
の

同
窓
生
が
着
実
に
増
え

る
こ
と
に
よ
り
、
鳥
城

会
が
世
代
を
超
え
た
交

流
の
場
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。と
こ
ろ
で
、

鳥
城
会
で
は
55
歳
を
迎

え
た
同
窓
生
の
方
々
に

学
年
幹
事
を
務
め
て
頂

い
て
い
ま
す
が
、
学
年

幹
事
を
終
え
た
後
も
鳥

城
会
の
会
員
と
し
て
定

着
し
、
翌
年
以
降
の
総

会
・
懇
親
会
に
出
席
し

て
頂
く
こ
と
が
課
題
で

し
た
。
こ
の
た
め
会
と

し
て
は
、
学
年
幹
事
の

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

で
、
よ
り
楽
し
ん
で
参

加
し
て
頂
け
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
年
の
総
会
・

懇
親
会
は
鳥
城
会
創
設

50
周
年
に
相
応
し
い
会

に
な
る
よ
う
、
計
画
し

て
い
ま
す
。今
後
と
も
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

1
9
8
8
年
に
鳥

取
西
高
等
学
校
を
卒
業

し
、
法
政
大
学
法
学
部

政
治
学
科
に
進
学
。
在

学
時
に
は
「
野
宿
同
好

会
」
を
立
ち
上
げ
、
全

国
都
道
府
県
の
県
庁
所

在
地
で
の
完
全
野
宿
を

敢
行
す
る
な
ど
、
学
生

時
代
よ
り
そ
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
で
ユ
ニ
ー
ク
な
活

動
が
注
目
さ
れ
て
い

た
。
卒
業
後
は
編
集
者

の
道
を
選
び
、
岡
山
毎

日
広
告
社
「
月
刊
タ
ウ

ン
情
報
お
か
や
ま
編
集

室
」
や
宝
島
社
出
版
2

局
「
宝
島
編
集
部
」
に

所
属
す
る
。
ま
た
「
回

転
寿
司
」
好
き
が
高
じ
、

1
9
9
9
年
に
は
人

気
テ
レ
ビ
番
組
「
Ｔ
Ｖ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
東
京
Ｂ

級
グ
ル
メ
王
選
手
権
」

（
テ
レ
ビ
東
京
系
）
に

出
場
し
優
勝
。
山
陰（
中

国
地
方
）
初
の
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
と
な
る
。

　

2
0
0
0
年
よ
り
山

陰
の
タ
ウ
ン
誌
「
月
刊

タ
ウ
ン
情
報
ラ
ズ
ダ
」

に
て
編
集
長
を
務
め
る

と
と
も
に
、
2
0
0
1

年
に
は
故
郷
鳥
取
市
に

居
を
移
し
、
鳥
取
市
観

光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を

務
め
る
と
と
も
に
、
そ

の
後
「
鳥
取
情
報
文
化

研
究
所
」
を
創
設
し
、

代
表
を
務
め
る
。
さ
ら

に
実
行
委
員
長
と
し
て

鳥
取
で
「
世
界
と
う
ふ

ち
く
わ
会
議
」
や
「
鳥

取
Ｂ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
す
る
な
ど
、

鳥
取
独
自
の
食
文
化

を
活
か
し
て
多
く
の
参

加
者
を
集
め
る
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
を
行
っ
て
き

た
。
ま
た
近
年
で
は
肉

資
源
の
活
性
化
を
目
的

の
1
つ
と
し
て
、
国
道

29
号
を
29
キ
ロ
夜
通
し

歩
く
「
29
（
ニ
ク
）
ロ
ー

鳥城会ホームページ　
QR コード

く
取
り
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
鳥
取
の

活
性
化
に
大
き
な

貢
献
を
果
た
し
て

い
る
。

　

活
動
の
モ
ッ

ト
ー
は
「
鳥
取
県

を
楽
し
く
す
る
こ

と
」。
手
掛
け
る

企
画
に
は
、
思
わ

ず
く
す
り
と
笑
っ

て
し
ま
う
タ
イ
ト

ル
も
多
く
、
そ
れ

も
多
く
の
参
加
者

を
集
め
て
い
る
秘

訣
な
の
か
も
し
れ

な
い
。

　
「
み
な
さ
ん
、

よ
ろ
ち
く
わ
で

す
」（
ご
本
人
談
）

ド
ウ
ォ
ー
ク
」
や
、
鳥

取
砂
丘
の
新
た
な
観
光

振
興
と
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
は
か
る
早
朝

と
夜
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

事
業
「
鳥
取
砂
丘
大
人

の
遠
足
」
な
ど
、
魅
力

に
満
ち
た
企
画
を
企
画

し
、
運
営
し
続
け
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
企
画
は

全
国
メ
デ
ィ
ア
で
も
多

令
和
5
年
度
活
動
報
告

令
和
5
年
6
月
9
日

（
日
）
新
入
会
員
歓
迎

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

鳥
取
県
人
寮
他
か
ら
10

名
の
学
生
を
含
め
新
入

会
員
と
有
意
義
な
交
流

が
で
き
ま
し
た
。
令
和

5
年
9
月
30
日
（
土
）

第
18
回
史
跡
巡
り
を
開

催
し
ま
し
た
。
27
名
の

参
加
で
芝
金
杉
の
鳥
取

藩
下
屋
敷
跡
等
を
め
ぐ

り
ま
し
た
。
令
和
5
年

10
月
26
日
（
土
）
鳥
城

会
総
会
懇
親
会
（
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
）
を

鳥
取
か
ら
國
岡
校
長
先

生
、
小
谷
同
窓
会
長
を

お
招
き
し
総
勢
80
名
で

開
催
し
ま
し
た
。
総
会

で
は
新
任
役
員
に
岩
崎

博
史
さ
ん
昭
55
卒
、
山

本
育
代
さ
ん
昭
58
卒
、

度
会
由
美
子
さ
ん
昭
61

卒
が
選
任
さ
れ
、
特
別

講
演
は
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
・
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
小
林
誠
人
さ
ん
昭

62
卒
よ
り
「
人
は
活
き

て
、
生
き
て
、
そ
し
て

逝
く
」
と
題
し
て
救
急

医
療
の
お
話
を
頂
き
ま

し
た
。
懇
親
会
は
昭
和

25
年
卒
業
の
岩
崎
美
重

子
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭

で
始
ま
り
、
あ
っ
と
い

う
間
に
3
時
間
が
過
ぎ

次
回
の
再
会
を
誓
い
二

次
会
へ
と
流
れ
て
い
き

ま
し
た
。（
広
報
部
記
）

鳥
城
会
の
取
り
組
み
と
将
来
へ
の
課
題

次
回
総
会
講
演
は

地
域
活
性
化
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

植
田
英
樹
さ
ん

鳥
城
会
会
長　

小
島
憲
道
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和
61
年
３
月
に

鳥
取
西
高
を
卒

業
し
て
38
年
。
高
校
３

年
生
の
時
に
わ
か
と

り
国
体
が
開
催
さ
れ
、

学
校
も
地
域
も
国
体

一
色
だ
っ
た
の
を
覚

戦
国
時
代
の
鳥
取
城
を
地
元
の
誇
り
に
！

 

１
９
８
6（
昭
和
61
）
年
卒　

元
県
史
編
さ
ん
室
長

現
智
頭
農
林
高
等
学
校
教
頭　

岡
村　

吉
彦

　

特
別
寄
稿

え
て
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

に
所
属
し
て
い
た
私

は
、
毎
日
、
久
松
山
の

鳥
取
城
跡
を
仰
ぎ
見

な
が
ら
部
活
動
に
明

け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。

昭

鳥
取
城
に
つ
い
て
は
、

浜
崎
洋
三
先
生
の
日

本
史
の
授
業
で
、
羽
柴

秀
吉
が
兵
糧
攻
め
を

し
た
城
だ
と
い
う
こ

と
を
習
っ
た
の
を
微

か
に
記
憶
し
て
い
ま

す
。

　

大
学
卒
業
後
は
日

本
史
の
教
員
と
し
て

県
内
の
高
校
に
勤
務

鳥
取
西
高
近
畿
同
窓
会
紹
介

鳥
取
西
高
東
海
同
窓
会
紹
介

近
畿
同
窓
会
事
務
局
長

　

村
江　

信
幸

東
海
同
窓
会
事
務
局
長

　

石
田　

壽

城
会
の
皆
様
、

鳥
取
西
高
近
畿

同
窓
会
事
務
局
長
の
村

江
信
幸
（
43
年
卒
）
で

す
。
今
回
、
鳥
城
会
会

報
の
「
同
窓
会
拝
見
」

欄
に
寄
稿
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
近
畿
同

窓
会
の
模
様
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

近
畿
同
窓
会
は
昭
和
39

年
9
月
5
日
、
一
中
、

高
女
、
西
高
の
卒
業
生

で
近
畿
在
住
の
方
等
を

取
西
高
同
窓
会

の
皆
様
、
東
海

鳥
取
西
高
同
窓
会
事
務

局
の
石
田
（
S
4
5

年
卒
）
と
申
し
ま
す
。

鳥
城
会
の
会
報
誌
へ
は

初
め
て
の
寄
稿
と
な
る

の
で
、
東
海
鳥
取
西
高

同
窓
会
を
簡
単
に
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

私
は
途
中
入
会
な

の
で
、
設
立
に
尽
力

さ
れ
た
池
田
現
会
長

（
S
3
8
年
卒
）
に
お

話
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。

 『
2
0
0
6
年
の
東
海

鳥
取
県
人
会
総
会
に
て

竹
内
鳥
取
市
長
よ
り
東

海
地
区
で
西
高
同
窓
会

を
立
ち
上
げ
て
は
と
促

さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

鳥

鳥

対
象
に
設
立
。
毎
年
6

月
に
総
会
を
開
催
し
、

60
周
年
を
迎
え
た
今
年

6
月
16
日
（
日
）
に
は
、

記
念
同
窓
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

会
場
の
ホ
テ
ル
で

は
、〝
還
暦
〟
を
祝
う

プ
ロ
に
よ
る
邦
楽
演
奏

に
加
え
、
歌
唱
力
抜
群

の
同
窓
生
が
故
郷
の
民

謡
「
貝
殻
節
」「
き
な

ん
せ
節
」
を
披
露
。
令

和
5
年
に
開
催
さ
れ
た

母
校
の
1
5
0
周
年

記
念
式
典
映
像
な
ど
も

紹
介
さ
れ
、
出
席
し
た

約
60
人
は
大
喜
び
。
平

成
卒
の
若
い
世
代
も
多

く
参
加
し
、
幅
広
い
年

齢
層
で
約
3
時
間
半
、

楽
し
く
賑
や
か
な
総
会

け
。
設
立
に
向
け
て
準

備
を
進
め
た
結
果
、
68

名
の
方
の
賛
同
を
い
た

だ
き
、
同
年
11
月
10
日

に
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ

に
て
設
立
総
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
出
席
者
は
、
鳥
取

西
高
よ
り
山
田
校
長
・

青
木
教
頭
・
美
田
総
務

部
長
を
お
招
き
し
、
松

島
初
代
会
長
（
S
3
1

年
卒
）
の
下
、
会
員
22

名
の
出
席
で
発
足
し
ま

し
た
。』

　

そ
の
後
毎
年
開
催
し
、

コ
ロ
ナ
禍
の
開
催
断
念

を
経
て
、
今
年
で
15
回

目
の
総
会
を
迎
え
ま
す
。

現
在
75
名
の
会
員
数
、

ま
だ
ま
だ
東
海
地
区
に

は
同
窓
生
が
い
ら
っ

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

鳥
城
会
様
と
は
今
後

も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

鳥
取
西
髙
同
窓
会
の
発

展
に
務
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
ご
指
導
と
お
力

添
え
を
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
の
総
会

6
月
16
日
（
日
）
11
時

～
14
時
半

大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

ル

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
。

　

毎
年
の
総
会
が
主
た

る
活
動
と
な
っ
て
い
ま

す
。
2
0
0
8
年
に

は
第
90
回
全
国
高
等
学

校
野
球
大
会
の
甲
子
園

へ
西
高
の
応
援
に
有
志

で
参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

数
回
開
催
し
親
睦
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
東

海
鳥
取
西
高
同
窓
会
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
地

区
同
窓
会
の
交
流
に
つ

な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
の
総
会

10
月
5
日
（
土
）
11
時

半
～
14
時

名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
・
涵
梅
舫

　

同
窓
会
便
り

し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
18
年
度
に
新
鳥
取

県
史
編
さ
ん
事
業
が

始
ま
り
、
県
史
編
さ
ん

室
へ
異
動
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
中
世
分

野
を
担
当
し
、
戦
国
時

代
の
鳥
取
城
の
歴
史

に
も
深
く
関
わ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
秀
吉
の
鳥
取

城
攻
め
と
言
え
ば
、
城

内
の
食
糧
が
尽
き
て

人
々
が
飢
え
で
苦
し

む
場
面
ば
か
り
が
強

調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
で
は
鳥
取
城
の

歴
史
に
誇
り
が
持
て

な
い
と
い
う
地
元
の

声
も
多
く
耳
に
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
全
国
各
地
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を
廻
っ
て
鳥
取
県
に

関
係
す
る
古
文
書
を

調
査
し
て
い
る
う
ち

に
、
戦
国
時
代
の
新
た

な
史
料
が
数
多
く
見

つ
か
り
、
鳥
取
城
に
つ

い
て
も
、
新
し
い
史
実

が
次
々
と
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
新
し
い
歴
史

を
一
つ
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
鳥
取

城
攻
め
と
言
え
ば
、
秀

吉
と
毛
利
の
戦
い
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
一

般
的
で
す
が
、
実
は
総

大
将
で
あ
る
織
田
信

長
が
因
幡
へ
出
陣
す

る
計
画
が
あ
り
ま
し

た
。
秀
吉
の
本
陣
と
し

て
知
ら
れ
る
「
太
閤
ヶ

平
」
は
、
実
は
信
長
を

迎
え
る
た
め
に
秀
吉

が
築
い
た
陣
所
で
も

あ
り
ま
し
た
。
一
方

で
、
毛
利
側
の
総
大
将

で
あ
る
毛
利
輝
元
も

因
幡
へ
兵
を
進
め
て

い
ま
し
た
。
当
時
の
鳥

取
城
は
総
大
将
ど
う

し
の
直
接
対
決
の
舞

台
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

鳥
取
城
主
で
あ
っ
た

吉
川
経
家
は
、
書
状

の
中
で
鳥
取
城
の
こ

と
を
「
日
本
二
つ
の
御

弓
矢
境
」
記
し
て
い
ま

す
。「
日
本
を
代
表
す

る
二
大
勢
力
の
戦
い

の
境
目
」
と
い
う
意
味

で
す
。
当
時
の
鳥
取
城

の
攻
防
戦
は
、
い
わ
ば

「
天
下
分
け
目
」
の
戦

い
で
も
あ
り
ま
し
た
。

結
局
、
両
者
の
直
接
対

決
は
実
現
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
戦
国
末
期

の
鳥
取
城
は
、
全
国
の

武
将
た
ち
が
注
目
す

る
歴
史
の
大
舞
台
で

も
あ
っ
た
の
で
す
。

過
去
の
「
史
実
」
を
変

え
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
で
も
歴
史
の

「
評
価
」
は
後
世
の
人

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ

る
も
の
で
す
。
新
た
な

史
料
か
ら
新
た
な
歴

史
が
生
ま
れ
れ
ば
、
歴

史
の
見
方
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
戦
国
時
代

の
鳥
取
城
の
歴
史
も

再
評
価
す
る
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

「
兵
糧
攻
め
の
悲
惨
な

城
」
か
ら
「
天
下
分

け
目
の
大
舞
台
」
へ
。

鳥
取
城
跡
を
眺
め
な

が
ら
母
校
に
通
う
後

輩
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と

の
歴
史
に
誇
り
が
持

て
る
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
微
力
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

１
９
6
6
（
昭
和
41
）年
卒　

行
政
書
士

　

上
田　

芳
男

　

会
員
便
り　

西
高
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典
に
帰
鳥
し
て

年
１
０
月
、
創

立
１
５
０
周
年

記
念
式
典
に
出
席
し
た
。

校
歌
斉
唱
で
現
役
３
年

間
の
部
活
（
吹
奏
楽
部
）

三
昧
の
頃
が
蘇
っ
た
。

壇
上
で
の
吹
奏
楽
部
の

演
奏
が
新
鮮
に
感
じ
ら

れ
た
。
今
も
耳
に
残
っ

て
い
る
。
懇
親
会
で
は

後
輩
ら
と
親
し
く
話
が

昨

出
来
た
。
会
場
に
は
、

株
式
会
社
不
二
家
代
表

取
締
役
会
長
の
山
田
憲

典
氏
も
出
席
さ
れ
て
い

た
。
偶
然
に
も
山
田
先

輩
と
は
小
学
校
、
中
学
、

高
校
、
大
学
と
同
じ
な

の
だ
。
で
も
湖
山
小
学

校
か
ら
北
中
？
先
輩
は

途
中
で
遷
喬
小
学
校
に

転
校
、
小
弟
は
越
境
し

た
か
ら
で
あ
る
。
郵
政

省
広
報
室
勤
務
の
時
、

郵
政
記
者
ク
ラ
ブ
常
駐

の
産
経
新
聞
記
者
の
お

兄
様
と
も
懇
意
に
し
て

い
た
だ
い
た
。
奇
遇
と

し
か
思
え
な
い
ご
縁
に

感
謝
し
て
い
る
。

　

久
し
ぶ
り
の
帰
鳥
で

も
あ
っ
た
。
翌
日
、
大

手
橋
を
渡
っ
て
大
手
門

を
潜
ろ
う
と
し
た
が
改

修
中
で
断
念
、
橋
に
当

時
の
面
影
は
な
い
が
、

部
活
の
帰
り
橋
の
た
も

と
に
あ
っ
た
う
ど
ん
屋

さ
ん
で
素
う
ど
ん
を
す

す
っ
て
帰
る
の
が
日
課

だ
っ
た
。ぐ
る
っ
と
回
っ

て
校
舎
玄
関
広
場
に
行

く
と
体
育
着
の
西
高
生

が
「
こ
ん
に
ち
は
」
と

声
を
か
け
て
く
れ
た
。

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

き
れ
い
な
響
き
に
驚
い

た
。

　

鳥
取
便
り

１
９
8
2（
昭
和
57
）
年
卒　

元
鳥
取
県
東
京
本
部
副
本
部
長

　

現
学
校
法
人
鳥
取
学
園
中
高
一
貫
校
準
備
室
長　

山
本　

直
生

さ
ん
お
元
気
で

す
か
。
私
は
昨

年
度
末
に
鳥
取
県
庁
を

退
職
し
て
、
4
月
か
ら

は
新
天
地
の
学
校
法
人

鳥
取
学
園
に
勤
め
て
お

り
ま
す
。
鳥
城
会
の
皆

様
に
は
、
通
算
3
度
16

年
に
亘
る
東
京
勤
務
の

間
、
公
私
と
も
に
た
い

へ
ん
お
世
話
に
な
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

皆

ま
し
た
。
鳥
取
で
は
、

勤
め
も
暮
ら
し
も
未
だ

不
慣
れ
な
た
め
、
幾
分

心
細
く
過
ご
し
て
お
り

ま
す
が
、
取
柄
の
交
流

活
動
は
健
在
で
し
て
、

東
京
リ
タ
イ
ア
後
に
こ

ち
ら
で
お
勤
め
に
な
っ

て
い
る
鳥
城
会
の
先

輩
、
来
鳥
さ
れ
る
後
輩

や
同
級
生
の
お
陰
で
、

ほ
っ
と
一
息
つ
か
せ
て

頂
く
な
ど
、
同
窓
の
有

難
さ
が
身
に
沁
み
る
毎

日
で
す
。
と
こ
ろ
で
、

仕
事
柄
、
地
元
の
教
育

事
情
に
触
れ
ま
す
と
、

先
日
、
鳥
取
県
教
員
採

用
試
験
合
格
者
の
半
数

以
上
の
採
用
辞
退
が
報

じ
ら
れ
た
よ
う
に
、
学

校
の
魅
力
向
上
は
喫
緊

の
課
題
で
す
。
私
た
ち

の
頃
の
母
校
1
年
次
は

木
造
校
舎
で
、
年
に
何

度
か
の
廊
下
の
油
塗
り

が
懐
か
し
い
思
い
出

で
す
が
、
今
で
は
全
棟

近
代
的
で
、
木
質
音
楽

ホ
ー
ル
も
素
敵
で
す
。

公
式
サ
イ
ト
も
セ
ン
ス

良
く
、
講
演
会
や
部
活

等
様
々
な
ニ
ュ
ー
ス
の

ほ
か
、
イ
チ
押
し
の
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
あ
り
、
在
校
時
の
懐

か
し
い
写
真
な
ど
が
満

載
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
学
業
や

伝
統
に
加
え
こ
う
い
っ

た
今
に
寄
り
添
っ
た
魅

力
の
お
陰
で
、
今
も
遠

く
但
馬
か
ら
の
入
学
者

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
が
、
学
校
も
競

争
の
時
代
を
迎
え
、
生

徒
流
出
に
悩
む
新
温
泉

町
は
、
浜
坂
高
校
と
2

中
学
の
連
携
型
中
高
一

貫
化
を
検
討
中
で
す
。

全
国
で
公
立
中
高
一
貫

校
の
な
い
県
は
数
県
で

す
の
で
、
近
い
将
来
鳥

取
で
も
実
現
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
あ
り
様
が

如
何
に
な
ろ
う
と
も
私

た
ち
を
永
遠
に
繋
ぐ
母

校
を
人
生
の
糧
に
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
と
楽
し

く
交
わ
っ
て
い
け
た
ら

嬉
し
い
で
す
。
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【
編
集
部
よ
り
】

　

今
号
よ
り
、
幹
事
学
年
の
負
担
軽
減
の
た
め
鳥
城
会
執
行
部
に
て
会
報
を
編
集
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、「
鳥
取
と
東
京
の
つ
な
が
り
＆
世
代
を
超
え
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
お
届
け
し
ま
し
た
が
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト

を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
魅
力
あ
る
紙
面
づ
く
り
の
参
考
の
た
め
忌
憚
の

な
い
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
お
忙
し
い
中
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
あ
ら

た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

度
会
由
美
子
（
１
９
８
6
年
卒
）

0
1
6
年
に
鳥

取
西
高
を
卒
業

し
、
現
在
は
主
に
舞
台

演
出
家
と
し
て
活
動
し

て
い
る
エ
ン
ド
ウ
レ
イ

と
申
し
ま
す
。

　

卒
業
か
ら
約
10
年
が

経
ち
、
会
報
に
寄
稿
さ

せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

を
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
の
活
動

を
極
端
に
嫌
う
よ
う
に

な
っ
た
今
の
自
分
か
ら

は
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん

が
、
当
時
は
硬
式
野
球

部
に
所
属
し
朝
か
ら
石

垣
の
上
で
校
歌
を
叫
ん

2

山
陰
初
の
女
性
検
事

　

活
躍
す
る
同
窓
生
ご
紹
介

１
９
８
6（
昭
和
61
）
年
卒

山
上　

真
由
美

年
4
月
に
、
に

着
任
し
ま
し

た
。
期
待
と
不
安
を
胸

に
鳥
取
を
後
に
し
た
19

歳
の
時
に
は
、ま
さ
か
、

自
分
が
、
約
40
年
を
経

て
、
鳥
取
地
検
初
の
女

性
検
事
正
と
し
て
、
鳥

取
に
戻
っ
て
く
る
と

は
、
思
っ
て
も
み
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

私
は
元
々
弁
護
士
志

望
事
で
し
た
が
、
司
法

修
習
中
に
、
検
事
が
、

犯
罪
被
害
に
あ
っ
て
苦

し
ん
で
い
る
人
を
救
っ

た
り
、
一
度
罪
を
犯
し

た
人
を
立
ち
直
ら
せ
よ

う
と
頑
張
っ
た
り
し
て

い
る
の
を
見
て
、
検
事

任
官
を
決
め
ま
し
た
。

（
ま
さ
に
、
キ
ム
タ
ク

の
H
E
R
O
の
よ
う

な
感
じ
で
し
た
。）

　

た
だ
、
任
官
し
た

1
9
9
6
年
当
時
は
、

女
性
検
事
は
、
全
体

の
6
%
し
か
お
ら
ず
、

そ
の
中
で
も
子
供
が
い

今

る
女
性
検
事
は
ほ
と
ん

ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
時
は
、
社
会
全
体

が
、
深
夜
勤
務
や
休
日

出
勤
も
当
た
り
前
の
時

代
。
し
か
も
、
検
事
は

全
国
転
勤
も
あ
り
、
仕

事
と
育
児
の
両
立
が
難

し
く
、
出
産
後
検
事
を

辞
め
た
り
、
や
む
を
得

ず
子
供
を
作
ら
な
い
選

択
を
す
る
女
性
検
事
が

ほ
と
ん
ど
で
、
N
H
K

の
朝
ド
ラ
「
虎
に
翼
」

に
近
い
女
性
の
職
場
環

境
で
し
た
。

　

し
か
し
、
私
は
、
検

事
は
人
を
相
手
に
す
る

仕
事
で
あ
り
、
出
産
や

育
児
は
マ
イ
ナ
ス
で
は

な
く
、
検
察
庁
も
、
子

供
を
持
つ
女
性
が
、
仕

事
を
無
理
な
く
続
け
ら

れ
る
職
場
に
す
べ
き
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
周
囲
の
心

配
を
よ
そ
に
、
私
は
、

3
人
の
子
供
を
産
み
育

て
ま
し
た
。も
っ
と
も
、

当
時
は
、育
児
中
で
も
、

男
性
と
同
じ
よ
う
に
仕

事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
私
と
夫
の
各
両
親

に
家
事
や
育
児
を
手

伝
っ
て
も
ら
っ
て
、
何

と
か
乗
り
切
っ
た
と
い

う
感
じ
で
す
。

　

今
、
女
性
検
事
の
割

合
は
、
約
27
%
と
、

以
前
の
4
倍
以
上
に
な

り
ま
し
た
。
多
く
の
女

性
検
事
が
結
婚
・
出
産

を
選
択
し
、
育
休
1
年

以
上
、
復
帰
後
の
時
短

勤
務
も
普
通
で
す
。
私

が
、
25
年
前
に
夢
見
た

職
場
環
境
が
、
今
、
目

の
前
に
広
が
つ
て
い
ま

す
。
も
っ
と
も
、
ま
だ

転
勤
の
問
題
は
あ
り
ま

す
し
、
こ
れ
か
ら
は
、

性
別
で
は
な
く
個
人
に

応
じ
た
働
き
方
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
。

　

き
っ
と
、
25
年
前
は

異
端
児
だ
っ
た
私
が
検

事
正
に
配
属
さ
れ
た
の

は
、
検
事
だ
け
で
な
く

法
曹
を
目
指
す
女
性
た

ち
に
、「
自
分
の
信
じ

る
道
を
進
め
ば
、
き
っ

と
未
来
は
開
け
る
。」

と
エ
ー
ル
を
送
る
た
め

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
鳥
取
西
高
で

の
講
演
の
機
会
も
い
た

だ
い
た
の
で
、
西
高
の

子
供
達
に
も
、
エ
ー
ル

を
送
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

舞
台
演
出
家

　

活
躍
す
る
会
員
ご
紹
介

2
0
1
6
（
平
成
28
）
年
卒

遠
藤　

伶

で
お
り
ま
し
た
。（
3

年
時
、
決
勝
で
城
北
に

逆
転
負
け
し
甲
子
園
を

逃
し
た
代
で
す
…
。）

今
で
こ
そ
、
昨
年
末

よ
り
文
化
芸
術
を
起

点
に
し
た
事
業
を
行

う
会
社
を
立
ち
上
げ
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
舞
踊

シ
ョ
ー
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
演
出
・
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
、
ま
た
、
世

界
各
地
で
の
リ
コ
ー

ダ
ー
に
よ
る
演
奏
を
行

な
っ
て
い
る
人
間
で
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
原

点
は
紛
れ
も
な
く
西
高

に
あ
り
ま
す
。

　

野
球
の
応
援
を
つ

く
っ
た
り
、
文
化
祭
で

初
め
て
ス
テ
ー
ジ
演
出

を
行
な
っ
た
り
し
た
こ

と
が
、
感
動
体
験
と
し

て
自
分
の
心
に
刻
み
込

ま
れ
て
お
り
、
気
づ
け

ば
自
分
に
と
っ
て
の
探

求
し
て
い
く
べ
き
道
が

生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
舞
台
を
作
り

続
け
る
こ
と
で
、
誰
も

が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し

て
活
動
し
た
く
な
る
よ

う
な
世
界
を
つ
く
る
、

と
い
う
久
遠
の
理
想
に

向
け
て
、
燕
脂
の
誇
り

を
胸
に
活
動
し
て
参
り

ま
す
。

　

末
筆
に
な
り
ま
す

が
、
鳥
城
会
の
今
後
ま

す
ま
す
の
発
展
を
心
よ

り
祈
願
申
し
上
げ
ま

す
。


